
資料－２

「江戸川流域大規模氾濫に関する減災対策協議会」

の設立趣旨について

平成２７年９月関東・東北豪雨では、流下能力を上回る洪水により利根川水

系鬼怒川の堤防が決壊し、氾濫流による家屋の倒壊・流出や広範囲かつ長期間

の浸水が発生した。

また、これらに住民の避難の遅れも加わり、近年の水害では例を見ないほど

の多数の孤立者が発生する事態となった。

今後、気候変動の影響により、このような施設の能力を上回る洪水の発生頻

度が高まることが懸念される。

こうした背景から、平成２７年１２月１０日に社会資本整備審議会会長から

国土交通大臣に対して「大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方に

ついて～社会意識の変革による「水防災意識社会」の再構築に向けて～｣が答

申された。

本答申において｢施設では守り切れない大洪水は必ず発生するとの考えに立

ち、水防災意識社会を再構築する必要がある」とされていることを踏まえ、国

土交通省は新たに「水防災意識社会再構築ビジョン」を発表したところである。

江戸川流域では、当ビジョンを実現させるため、河川管理者、気象庁、都県、

市区町等関係機関が連携し減災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対

策を一体的、計画的に推進する減災対策協議会を設立するものである。
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「江戸川流域大規模氾濫に関する減災対策協議会」規約

（名 称）

第１条 本会の名称は、「江戸川流域大規模氾濫に関する減災対策協議会」（以下「協議会」）と

する。

（目 的）

第２条 本協議会は、平成２７年９月関東・東北豪雨により大規模な浸水被害が発生したことを

踏まえ、江戸川流域における堤防決壊等に伴う大規模な侵水被害に備え、関係する河川管

理者、気象庁、都県、市区町等が連携・協力して、減災のための目標を共有し、ハード対

策とソフト対策を一体的、計画的に推進するための協議・情報共有を行うことを目的とす

る。

（協議会）

第３条 協議会は、別表１の職にある者をもって構成する。

２ 協議会の運営・進行は、事務局が行う。

３ 第１項によるもののほか、協議会構成員の同意を得て、必要があると認めるときには構

成員を追加するほか、構成員以外の者（学識経験者等）を協議会に出席させ、意見を求め

ることが出来る。

（幹事会）

第４条 協議会の円滑な運営を行うため、協議会に幹事会を置く。

２ 幹事会は、別表１の職にある者をもって構成する。

３ 幹事会の運営・進行は、事務局が行う。

４ 幹事会は、協議会の運営に関し、協議会に提出する事項をあらかじめ整理すると共に、

協議会から委任された事項を処理する。

５ 幹事長は、第２項によるもののほか、構成員以外の者（学識経験者等）を幹事会に出席

させ、意見を求めることが出来る。

（事務局）

第５条 本協議会の事務局を、関東地方整備局江戸川河川事務所防災対策課に置く。

（協議会及び幹事会の検討内容）

第６条 協議会及び幹事会で行う検討内容は、以下のとおりとする。

１．現状の水害リスク情報や取組状況の共有

２．円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動及び円滑かつ迅速な氾濫水の排水を実現するため

に各構成員がそれぞれ又は連携して取り組む事項をまとめた「地域の取組方針」の作成

３．「地域の取組方針」にもとづく対策の実施状況のフォローアップ
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４．その他、大規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項

（会議の公開）

第７条 協議会は、原則として報道機関を通じて公開とする。

ただし、審議内容によっては、協議会に諮り、非公開とすることができる。

２ 幹事会は、原則非公開とし、幹事会の結果を協議会へ報告することにより公開と見なす。

（協議会資料等の公表）

第８条 協議会に提出された資料等については、速やかに公表するものとする。

ただし、個人情報等で公表することが適切でない資料等については、協議会の了解を得

て公表しないものとする。

２ 協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した構成員の確認を得た後、

公表するものとする。

（雑 則）

第９条 この規約に定めるもののほか、協議会の議事の手続き、その他運営に関し必要な事項に

ついては、協議会で定めるものとする。

（附 則）

本規約は、平成２８年６月２８日から施行する。
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別表１

危機管理担当 水防担当

関東地方整備局 江戸川河川事務所長 江戸川河川事務所　副所長 同左

気象庁
東京管区気象台

東京管区気象台
気象防災部長

東京管区気象台
総務部業務課長

同左

水防・危機管理担当課長 － 技佐兼課長補佐

生活環境部
防災・危機管理局

防災・危機管理課長

生活環境部
防災・危機管理局

防災・危機管理課長
－

水防・危機管理担当課長 －
河川砂防課

防災担当副課長

危機管理防災部
消防防災課長

危機管理防災部
消防防災副課長

－

危機管理課長
危機管理課

災害対策室長
－

河川環境課長 －
河川環境課

副課長

総務局総合防災部
計画調整担当課長

総務局総合防災部
計画調整担当課長

－

総務局総合防災部
防災対策課長

総務局総合防災部
防災対策課長

－

建設局河川部
防災課長

－
建設局河川部
防災課長代理

茨城県 五霞町 五霞町長 生活安全課長 同左

久喜市 久喜市長 消防防災課長 同左

杉戸町 杉戸町長 住民参加推進課長 同左

幸手市 幸手市長 政策調整課長 防災安全課長

吉川市 吉川市長
市民生活部

副部長兼市民安全課長
同左

松伏町 松伏町長 総務課長 まちづくり整備課長

春日部市 春日部市長 防災対策課長 河川課長

三郷市 三郷市長 危機管理防災課長 道路河川課長

越谷市 越谷市長
市民協働部

危機管理課長
建設部

治水課長

八潮市 八潮市長 危機管理防災課長 道路治水課長

草加市 草加市長 危機管理課長 建設管理課長

さいたま市 さいたま市長
総務局危機管理部

防災課長
建設局土木部

河川課長

野田市 野田市長 防災安全課長 管理課長

松戸市 松戸市長
総務部

危機管理課長
建設部

河川清流課長

流山市 流山市長 防災危機管理課長 河川課長

柏市 柏市長 防災安全課長 同左

市川市 市川市長 危機管理課長 同左

浦安市 浦安市長 防災課長 道路整備課長

船橋市 船橋市長 危機管理課長 同左

江戸川区 江戸川区長
危機管理室

防災危機管理課長
土木部

計画調整課長

葛飾区 葛飾区長
地域振興部
防災課長

都市整備部
調整課長

足立区 足立区長 災害対策課長 企画調整課長

組　　　　　　　　　　　織

江戸川流域　大規模氾濫に関する減災対策協議会、幹事会メンバー

協議会

幹事会

国 国土交通省　

都
県

千葉県

埼玉県

東京都

茨城県

区
市
町

埼玉県

千葉県

東京都
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「中川・綾瀬川流域大規模氾濫に関する減災対策協議会」

の設立趣旨について

平成２７年９月関東・東北豪雨では、流下能力を上回る洪水により利根川水

系鬼怒川の堤防が決壊し、氾濫流による家屋の倒壊・流出や広範囲かつ長期間

の浸水が発生した。

また、これらに住民の避難の遅れも加わり、近年の水害では例を見ないほど

の多数の孤立者が発生する事態となった。

今後、気候変動の影響により、このような施設の能力を上回る洪水の発生頻

度が高まることが懸念される。

こうした背景から、平成２７年１２月１０日に社会資本整備審議会会長から

国土交通大臣に対して「大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方に

ついて～社会意識の変革による「水防災意識社会」の再構築に向けて～｣が答

申された。

本答申において｢施設では守り切れない大洪水は必ず発生するとの考えに立

ち、水防災意識社会を再構築する必要がある」とされていることを踏まえ、国

土交通省は新たに「水防災意識社会再構築ビジョン」を発表したところである。

中川・綾瀬川流域では、当ビジョンを実現させるため、河川管理者、気象庁、

都県、市区町等関係機関が連携し減災のための目標を共有し、ハード対策とソ

フト対策を一体的、計画的に推進する減災対策協議会を設立するものである。
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「中川・綾瀬川流域大規模氾濫に関する減災対策協議会」規約

（名 称）

第１条 本会の名称は、「中川・綾瀬川流域大規模氾濫に関する減災対策協議会」（以下「協議会」）

とする。

（目 的）

第２条 本協議会は、平成２７年９月関東・東北豪雨により大規模な浸水被害が発生したことを

踏まえ、中川・綾瀬川流域における堤防決壊等に伴う大規模な侵水被害に備え、関係する

河川管理者、気象庁、都県、市区町等が連携・協力して、減災のための目標を共有し、ハ

ード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進するための協議・情報共有を行うことを目

的とする。

（協議会）

第３条 協議会は、別表１の職にある者をもって構成する。

２ 協議会の運営・進行は、事務局が行う。

３ 第１項によるもののほか、協議会構成員の同意を得て、必要があると認めるときには構

成員を追加するほか、構成員以外の者（学識経験者等）を協議会に出席させ、意見を求め

ることが出来る。

（幹事会）

第４条 協議会の円滑な運営を行うため、協議会に幹事会を置く。

２ 幹事会は、別表１の職にある者をもって構成する。

３ 幹事会の運営・進行は、事務局が行う。

４ 幹事会は、協議会の運営に関し、協議会に提出する事項をあらかじめ整理すると共に、

協議会から委任された事項を処理する。

５ 幹事長は、第２項によるもののほか、構成員以外の者（学識経験者等）を幹事会に出席

させ、意見を求めることが出来る。

（事務局）

第５条 本協議会の事務局を、関東地方整備局江戸川河川事務所防災対策課に置く。

（協議会及び幹事会の検討内容）

第６条 協議会及び幹事会で行う検討内容は、以下のとおりとする。

１．現状の水害リスク情報や取組状況の共有

２．円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動及び円滑かつ迅速な氾濫水の排水を実現するため

に各構成員がそれぞれ又は連携して取り組む事項をまとめた「地域の取組方針」の作成

３．「地域の取組方針」にもとづく対策の実施状況のフォローアップ
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４．その他、大規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項

（会議の公開）

第７条 協議会は、原則として報道機関を通じて公開とする。

ただし、審議内容によっては、協議会に諮り、非公開とすることができる。

２ 幹事会は、原則非公開とし、幹事会の結果を協議会へ報告することにより公開と見なす。

（協議会資料等の公表）

第８条 協議会に提出された資料等については、速やかに公表するものとする。

ただし、個人情報等で公表することが適切でない資料等については、協議会の了解を得

て公表しないものとする。

２ 協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した構成員の確認を得た後、

公表するものとする。

（雑 則）

第９条 この規約に定めるもののほか、協議会の議事の手続き、その他運営に関し必要な事項に

ついては、協議会で定めるものとする。

（附 則）

本規約は、平成２８年６月２８日から施行する。
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別表１

危機管理担当 水防担当

関東地方整備局 江戸川河川事務所長 江戸川河川事務所　副所長 同左

気象庁
東京管区気象台

東京管区気象台
気象防災部長

東京管区気象台総務部
業務課長

同左

水防・危機管理担当課長 －
河川砂防課

防災担当副課長

危機管理防災部
消防防災課長

危機管理防災部
消防防災副課長

－

総務局総合防災部
計画調整担当課長

総務局総合防災部
計画調整担当課長

－

総務局総合防災部
防災対策課長

総務局総合防災部
防災対策課長

－

建設局河川部
防災課長

－
建設局河川部
防災課長代理

茨城県 五霞町

久喜市

杉戸町

幸手市

吉川市 吉川市長
市民生活部

副部長兼市民安全課長
同左

松伏町 松伏町長 総務課長 まちづくり整備課長

春日部市

三郷市 三郷市長 危機管理防災課長 道路河川課長

越谷市 越谷市長
市民協働部

危機管理課長
建設部治水課長

八潮市 八潮市長 危機管理防災課長 道路治水課長

草加市 草加市長 危機管理課長 建設管理課長

さいたま市

野田市

松戸市

流山市

柏市

市川市

浦安市

船橋市

江戸川区 江戸川区長
危機管理室

防災危機管理課長
土木部

計画調整課長

葛飾区 葛飾区長
地域振興部
防災課長

都市整備部
調整課長

足立区 足立区長 災害対策課長 企画調整課長

組　　　　　　　　　　　織

中川・綾瀬川流域　大規模氾濫に関する減災対策協議会、幹事会メンバー

協議会

幹事会

国 国土交通省　

都
県

千葉県

埼玉県

東京都

茨城県

区
市
町

埼玉県

千葉県

東京都

8



　 　

　
の

組
織

イ
メ
ー
ジ

「
江

戸
川

流
域

大
規

模
氾

濫
に
関

す
る
減

災
対

策
協

議
会

」
及

び
「
中

川
・
綾

瀬
川

流
域

大
規

模
氾

濫
に
関

す
る
減

災
対

策
協

議
会

」

「
江

戸
川

流
域

大
規

模
氾
濫

に
関
す
る
減

災
対
策

協
議

会
」
及

び
「
中

川
・
綾
瀬

川
流
域

大
規
模

氾
濫
に
関

す
る
減

災
対

策
協

議
会

」
合

同
準

備
会

平
成

２
８
年

４
月

２
６
日

開
催

（
江

戸
川

水
防

部
会

と
同

時
開

催
）

・
江

戸
川

河
川

事
務
所

所
長

・
都

県
水

防
・
危

機
管
理
担
当
者

・
都

県
県

土
木

務
所
担
当
者

・
市

区
町

担
当

者

事
務

局

・
江
戸
川
河
川
事
務
所

防
災
対
策
課

・
東
京
管
区
気
象
台

・
都
県
河
川
担
当
課

・
市
区
町
担
当
課

「
江

戸
川

流
域

大
規

模
氾
濫

に
関
す
る
減

災
対
策

協
議

会
」
及

び
「
中

川
・綾

瀬
川

流
域
大

規
模
氾

濫
に
関

す
る
減

災
対

策
協

議
会

」
合

同
協

議
会

平
成

２
８
年

６
月

２
８
日

開
催

予
定

（
第

１
回

）
協

議
会

設
立

平
成

２
８
年

８
月

３
１
日

開
催

予
定

（
第

２
回

）
取

組
方

針
等

の
策

定

・
江
戸
川
河
川
事
務
所

所
長

・
東
京
管
区
気
象
台

気
象
防
災
部
長

・
都
県

水
防
・
危
機
管
理
担
当
課
長

・
市
区
町
長

「
江

戸
川

流
域

大
規

模
氾
濫

に
関
す
る
減

災
対
策

協
議

会
」
及

び
「
中

川
・
綾
瀬

川
流
域

大
規
模

氾
濫
に
関

す
る
減

災
対

策
協

議
会

」
合

同
幹

事
会

平
成

２
８
年

７
月

２
８
日

開
催

予
定

・
江
戸
川
河
川
事
務
所

副
所
長

・
東
京
管
区
気
象
台

業
務
課
長

・
都
県

水
防
・
危
機
管
理
担
当
課
長
及
び
副
課
長

・
市
区
町
担
当
課
長

参考資料
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協
議
会
の
進
め
方
と
地
域
の
取
組
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
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協
議
会
の
進
め
方

○
水

防
災

意
識

社
会

再
構

築
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
く
取

組
の

進
め
方

氾
濫
が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
社
会
全
体
で
常
に
洪
水
に
備

え
る
「
水
防
災
意
識
社
会
」
の
再
構
築
を
目
的
に

「
水
防
災
意
識
社
会

再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
河
川
管
理
者
、
都
県
、
市
区
町
等
か
ら
な
る
協
議
会
等
を
設
置
し

て
減
災
の
た
め
の
目
標
を
共
有
し
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

○
協

議
等

の
進

め
方

関
係
機
関
等
と
の
協
議
の
場
と
し
て
、
「
江
戸
川
流
域
大
規
模
氾
濫
に
関
す
る
減
災
対
策
協
議
会
」
及
び
「
中
川
・
綾
瀬
川
流

域
大

規
模

氾
濫

に
関

す
る
減

災
対

策
協

議
会

」
を
設

置
す
る
。

※
協
議
会
の
下
に
幹
事
会
を
設
置

構
成
員

協
議
会

：
都
県
担
当
課
長
、
市
区
町
長
、
江
戸
川
河
川
事
務
所
長
、
東
京
管
区
気
象
台

幹
事
会

：
都
県
担
当
課
長
補
佐
、
市
区
町
担
当
課
長
、
江
戸
川
河
川
事
務
所
副
所
長
、
東
京
管
区
気
象
台

実
施
事
項

１
．
現
状
の
水
害
リ
ス
ク
情
報
や
取
組
状
況
の
共
有

２
．
地
域
の
取
組
方
針
の
作
成

※
平
成
３
２
年
度
目
途
に
水

防
災

意
識

社
会

を
再

構
築

す
る
取

組
方

針
の
作

成
３
．
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
毎
年
、
実

施
状

況
の

確
認

）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

H
２
８
年
６
月
２
８
日

第
１
回
協
議
会
の
開
催
（
協
議
会
設
立
）

H
２
８
年
８
月
３
１
日

第
２
回
協
議
会
の
開
催
（
地
域
の
取
組
方
針
を
決
定
）
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減
災

の
た
め
の
目

標
（案

）

◆
５
年
間
で
達
成
す
べ
き
目
標

江
戸
川
河
川
事
務
所
管
内
の
大
規
模
水
害
に
対
し
、
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
、
「
社

会
経
済
被
害
の
最
小
化

」
を
目
指
す

◆
上
記
目
標
達
成
に
向
け
た

3本
柱
の
取
組

１
．
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
に
向
け
た
迅
速
か
つ
的
確
な
避
難
行
動
の
た
め
の
取
組

２
．
洪
水
氾
濫
に
よ
る
被
害
の
軽
減
、
避
難
時
間
の
確
保
の
た
め
の

水
防
活
動

の
取
組

３
．
一
刻
も
早
い
生
活
再
建
及
び
社
会
経
済
活
動
の
回
復
を
可
能
と
す
る
た
め

の
排
水
活
動
の
取
組

※
大

規
模

水
害

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
想

定
し
得

る
最

大
規

模
の

降
雨

に
伴

う
洪

水
氾

濫
に
よ
る
被

害
※

逃
げ
遅

れ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
立

ち
退

き
避

難
が

必
要

な
エ
リ
ア
か

ら
の

避
難

が
遅

れ
孤

立
し
た
状

態
※

社
会

経
済

被
害

の
軽

減
・
・
大

規
模

水
害

に
よ
る
社

会
経

済
被

害
を
軽

減
し
、
早

期
に
再

開
で
き
る
状

態

江
戸

川
、
中

川
・
綾

瀬
川

等
に
お
け
る
災

害
防

止
を
目

的
と
し
て
、
河

川
管

理
者

が
実

施
す
る
堤

防
整

備
等

の
洪

水
を
河

川
内

で
安

全
に
流

す
ハ

ー
ド
対

策
に
加

え
、
以

下
の

取
組

を
実

施
。
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避
難

行
動

の
た
め
の
取
組
事
例
①

■
広
域
避
難
を
考
慮
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
・
周
知
等
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避
難

行
動

の
た
め
の
取
組
事
例
②

■
避
難
勧
告
の
発
令
に
着
目
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

6
月
末
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
作
成
し
、
今
年
度
以
降
の

出
水
・
訓
練
等
に
お
い
て
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
実
践
的
な
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
構
築
し
て
い
く
。
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避
難

行
動

の
た
め
の
取
組
事
例
③

■
防
災
教
育
や
防
災
知
識
の
普
及
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水
防

活
動

の
取

組
事
例
①

■
よ
り
効
果
的
な
水
防
活
動
の
実
施
及
び
水
防
体
制
の
強
化
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排
水

活
動

の
取

組
事
例

■
緊
急
排
水
計
画
（
案
）
の
作
成
及
び
排
水
訓
練
の
実
施
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